
大都市近郊で「地域資源が循環する里山未来都市」へ

大阪府 豊能郡 能勢町 1
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• 栗の代表品種「銀寄(ぎんよせ)」の原産地として有名。
• 人 口 9,503人（令和3年11月末 現在）
• 高齢化率 42.1%（令和3年11月末 現在） 全国 29.1%

人口推計（平成27年度発行 能勢町人口ビジョンより）

能勢町の概況
能勢町の紹介

総土地面積 ９８．７５㎢
林野面積 77.4㎢（78％）
耕地面積 10.2㎢（10％）

大阪府の最北端にあり近畿地方のほぼ中心
に位置している。
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能勢町の自然
「長谷の棚田」は、
1999年に「日本の棚田100
選」に選定された。棚田は
江戸時代から築かれている。

「ガマ」と呼ばれる独特な石組み用排水路
を流れる水が、今も棚田を潤している。

長谷の棚田 希少な生きものが生息する「三草山」

国指定天然記念物：野間の大けやきトキソウ地黄湿地

大けやきに営巣する
アオバズク
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能勢町の文化

淨るりシアター

能勢町で生産される菊炭

菊炭の原材料になる台場クヌギ

（茶の湯に最高の炭と言われる。）
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民間シンクタンク生物多様性ランキング全国1位
2016年に公表された

「全国の優れた生物多様性自治体
ランキング」で1位
として評価される等、国内でトップク
ラスの生態系の豊かさを備えている自
治体です。
この能勢町の豊かな生物多様性は、栗
栽培やほだ木づくりをはじめとする
「里山」を活用した産業を通じて、草
地や里山林などの多様な生きものの生
息環境が維持されることで培われてき
ました。

三菱UFJリサーチ&コンサルティング
株式会社・都市の生物多様性指標研究
会（2016）
「生物多様性に優れた自治体ランキン
グ（生態系の豊かさと便益を評価する
指標群）」

町の花：ささゆり ウラナミアカシジミ ヒロオビミドリシジミ

ニオイタチツボスミレ オオサンショウウオ サシバ

ハッチョウトンボ モウセンゴケノセヒシバッタ 5



地域循環共生圏構築事業での取り組み
街と里との交流・森里川海のつながりを発信

フォーラム開催の様子 6

収穫体験＆自然観察会の様子 のせ栗まつりの様子



戦略の目標：未来に伝えたい能勢の里山像（概ね10年後の実現を目指す）

目標1『グリーンレジリエンスを活かした災害に強いまち』

目標2『都市近郊にあって生物多様性の高いまち』

目標3『活力ある農林業のまち』

目標4『里山資源の魅力を発信するまち』

施策4 里山資源の魅力発信

施策3 農林業の活性化

町民誰もが里山資源の使い方を理解し、災害時には里山資源を用いて
ライフライン等の被害に強い体制づくりを行う。

「のせの生きものマップ」により、生物の多様性の普及活動の実施

里山に活力を取り戻すため、クリ林の活性化と遊休地の有効活用等

グリーンツーリズムの振興

地域循環共生圏構築事業での社会実証実験を経て「能勢の里山活力創造戦略」を策定

施策1 グリーンレジリエンスの向上(災害に強いまちづくり）
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施策２里山資源を支える生物多様性の保全



薪ストーブの導入や「木の駅」と連動した薪備蓄の推進等

施策1 グリーンレジリエンスの向上(災害に強いまちづくり）

薪ストーブ

能勢材で作られた薪 近隣都市部から多く買いに来られる

地域再生エネルギーを活用した新電力会社の設立
 

8
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生きもの調査の実施と情報整理および「能勢の生きものマップ」の作成等

施策２里山資源を支える生物多様性の保全

今後、生きものマップや生き物調査結
果等の情報を整理し「能勢町版レッドリ
スト」（仮称）の作成をめざします。

能勢の里山活力創造推進協議会
令和３年３月作成
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施策3 農林業の活性化（活力ある里山形成）

荒廃栗園の再生・担い手の育成を目指す

クリ園再生の様子

銀寄母樹園での活動の様子

クリ栽培講習会の様子
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エネルギー･資金･経済･情報が循環するまち
• 地域エネルギー会社を核としつつ、地域内でエ
ネルギー・資金・経済・情報が循環

• エネルギーを無駄なく使うエネルギーマネジメ
ントが浸透

移動の自由を楽しむまち
• 電動補助自転車やシニアカーを活用しつつ、自
然環境豊かなエリアで移動を楽しみながら健康
増進につなげる取り組みも広く浸透

• 交通手段が多様化しており、地域外からの町内
へのアクセスが容易

里山資源の魅力を活かすまち
• 里山の重要性が広く認知され、近隣都市の住民
が、生きものとの触れ合いやグリーンツーリズ
ムの場として来訪

• 植林を含む里山林が適切かつ健全に維持管理

CO2

エネルギーを自律的に管理するゼロカーボンタウン
• エネルギー利用の脱炭素化が大幅に進展
• 再エネ開発の適切なゾーニングが行われており
美しい里山の景観と再エネ開発が両立

• 森林吸収源は他地域からの貴重な収入源に。収
入確保により、林業経営の事業性が高まっている

グリーンレジリエンスを活かした災害に強いまち
• 住民の誰もが里山資源の使いかたを理解し、災
害時には里山資源を用いて、ライフライン等の
被害からいち早く回復できる体制

• 都市部での災害時に、里山資源を用いて都市住
民の生活のバックアップを担えるような体制

ひとびとがいきいきと暮らす健康長寿のまち
• 人生100年時代にふさわしい、健康寿命が延伸
した活力ある生涯活躍社会が実現

【2030年のあるべき姿】
地域資源が循環する里山未来都市

SDGsの視点から、多面的な解決策を考える

ひとがつながり、協力し合うまち
~里と都市のボーダレス化~

地域の経済循環の創出やゼロカー
ボンタウンに向けた道を示す。
こうした取組を若者や圏域自治体
等と共に推進し、先進的でかつ実
践的な人材育成の場として、人々
のつながりが多様に増している。
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